
当期は、各事業で展開してきた施策が効果をもた

らし増収・増益となりました。時計はブランド製品が

好調に推移し、電子楽器では高付加価値の電子ピア

ノが順調に伸びました。採算性に課題があったデジ

タルカメラも、展開エリアの見直しやラインアップ

をハイエンドモデルに特化することにより利益を確

保しました。

当社は2015年度に全社の営業利益率15%を達成

する「V15」計画を掲げ、達成に向けて着実に経営改革

を進めていきます。既に高いシェアを確保し安定した

地位を築いている既存事業では、さらなる売上拡大と

収益力強化を目指します。時計ではGPSと電波のハイ

ブリッドウオッチやスマートフォンと連動する

Bluetooth®ウオッチなど、最新技術を駆使した製品

の投入により拡販を目指します。また電卓では土木用

電卓、電子辞書ではデジタル単語帳、電子楽器では新

たなエンターテイメント楽器など、各事業で従来にな

かった新しいジャンルを開拓します。また新興国を中
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心とした海外市場での売上を拡大するため、現地向

け仕様モデルの充実などに取り組みます。

そして何よりも「V15」計画の達成には、高い利益

率を出せる新規事業の確立が最も重要であると考え

ています。着実に成果は上がっています。店頭を訪れ

た顧客に強く働きかける訴求力を持ち、導入企業に

高い販売促進効果をもたらす「カシオサイネージ」は、

三井住友銀行様に200台導入されることが決まり、

現在も複数の大口商談が進行中です。今後さらに受

注を伸ばしていく計画です。

またデジタル技術によって絵画を立体化するデジ

タル絵画事業では、クロックと融合させた新商品を

投入し、既存の流通を活用した拡販を図ります。

当社は高い成長性と安定した収益基盤を確立し、

「V15」計画の達成を目指します。業績に連動した株

主還元という方針の下、今回は配当を従来の20円か

ら25円に増配させていただきます。

今後も当社は斬新な企画と高い技術力で世の中に

新しい価値を提供し続け、さらなる成長を目指しま

す。皆様のご支援をよろしくお願いいたします。

売上高 321,761百万円
（前期比　108.1％）

営業利益 26,576百万円
（前期比　132.5％）

経常利益 25,743百万円
（前期比　130.7％）

当期純利益 15,989百万円
（前期比　134.6％）

連結会計年度の業績

配当金の推移
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